
みやぎ食と農の県民条例 ◎ ●
（１期）平成１２年度～平成２２年度
（２期）平成２３年度～令和２年度
（３期）令和３年度～令和１２年度
第２期計画は平成２８年３月に中間見直しを実施
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令和２年度は，第２期基本計画の最終年度となり，各目標指標
の達成に向けて施策を展開しつつ，新型コロナウイルス感染症
により影響を受けた生産者や食品事業者等に対し，需要喚起対
策や，販路開拓に係る支援等にも取り組んだ。

[農業・農村の見通し及び目標に対する実績]

令和元年の農業産出額は1,932億円となり，前年の1,939億円
と比べてほぼ同額となった。主な要因として，米については
839億円となり，生産量の増加と価格がやや上昇したことによ
るもので，前年の818億円から21億円の増となっている。園芸
については323億円となり，きゅうりやトマト等の価格低下に
伴うもので，前年の333億円から10億円の減となっている。畜
産については736億円となり，生乳や鶏卵の生産量の減少や，
ブロイラーの価格低下によるもので，前年の758億円から22億
円の減となっている。

農地面積について，令和２年度は，大区画ほ場整備を約292ha
で実施したほか，農業者等の共同活動による農地・農業用施設
などの保全活動を支援し，75,144haの農地が維持・保全され
た。

農業の担い手について，令和2年度の農業法人数は，経営改善
やコロナへの対応を支援した結果，前年度から約５％増加の７
３２法人となった。令和元年度の新規就農者数は，就農相談会
や，コロナ禍で需要が増加したオンラインによる相談対応等を
実施し，前年度と同じ１５８人となった。

根拠法令：

養豚場での豚熱の発生予防を目的に，豚熱ワクチン
接種と免疫付与状況確認検査を実施する。
【豚熱等発生予防対策事業】

農業の担い手に係る見通し

GAP導入団体数は研修会の開催等の支援により，順調に増加し
概ね目標を達成した。引き続き，国際水準GAPの導入やGAP認
証の取得に向けた取組の支援を行う。

基本計画の概要

計画期間：

令和２年度の取組による成果の総括

研修会の開催などにより国際水準GAＰの導入推進や
人材育成を図るとともに農業教育機関の認証取得を
支援し，後継者世代の理解浸透を図る。
【GAP認証取得推進事業】

  第２期計画における農業・農村の見通し及び目標

「食育」の普及啓発に向け，高校生地産地消お弁当コンテストの開催や，地域
に伝わる食文化や特産物を伝える講習会・体験学習の開催など，「食育」に係
る取組を支援した。[施策２]

豚熱の感染を未然に防ぐため，県内農場の飼養豚にワクチン接種を行った。ま
た，令和３年１月に高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜と判定されたアヒル
農場の飼養家きんについて，処分埋却等の防疫措置を行った。[施策１]
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農業産出額の目標

新型コロナウイルス感染症対策とし
て，県内飲食店等でのキャンペーンに
より県産食材の需要を喚起し，生産者
の経営安定を図った。[施策２]

農業生産工程管理（GAP）の実践普及拡大に向け，生産者及びＪＡ等を対象
とした研修会等を開催し啓発を図った。また，農業教育機関の認証取得を支援
した。[施策１]

報告事項： みやぎ食と農の県民条例第９条の規定により，事業の実施状況及び予
定，及び，５年ごとの目標達成状況を報告するもの。

家畜伝染病の発生予防とまん延防止，安全な畜産物
の安定供給を図るため，各種家畜の伝染性疾病対策
を継続的に実施する。
【家畜伝染病予防事業】

備　　考：

令和2年度の主な施策の実施状況 主な推進指標の達成状況等 令和３年度の主な取組

県内で生産される農産物に対する理解向上や消費・
活用の促進を図るため，地産地消の啓発や地産地消
推進店の拡大を全県的に推進する。
【食育・地産地消推進事業】

  第２期計画における食・農業・農村の将来像
一方で，基本項目Ⅲについては達成率が低く，5年ご
との目標達成状況としては，やや遅れているという
評価となった。

令和２年度の取組による目標の達成状況としては，
推進指標全４２項目のうち，３４項目が80%以上の
達成率となり，達成度AまたはBとなっている。ま
た，そのうち１３項目については，達成度Aであり，
目標を達成した。

農地の面積の見通し

みやぎ食と農の県民条例基本計画の推進に向けた

令和２年度事業の実施状況及び令和３年度の主な取組（概要版）
資料１

基本項目Ⅰ 消費者が求める安全・安心な食料の安定供給

農林水産委員会配布資料

令和３年８月２０日

農 政 部

高校生地産地消

お弁当コンテスト

高病原性鳥インフルエンザ

発生農場における防疫措置

37,522 戸 31,500 戸
主業農家 6,967 戸 6,000 戸

準主業農家 10,203 戸 8,500 戸
副業的農家 20,352 戸 17,000 戸

項　目 現況（Ｈ２７） 見通し（Ｒ２）
販 売 農 家

農 地 面 積 129,400 ha 128,600 ha
現況（Ｈ２７） 見通し（Ｒ２）項　目

1,629 億円 2,015 億円
現況（Ｈ２6） 目標（Ｒ２）

農業産出額
項　目

達成度
A 達成率100%以上
B 達成率100%未満～80%以上
C 達成率80%未満

※令和２年度は，第２期基本計画の最終年度のため，

推進指標の全体に係る評価は，「みやぎ食と農の県

民条例基本計画の５年ごとの目標達成状況」を参照。

構成率

A 1 25%

B 2 50%

C 1 25%

A 11 38%

B 13 45%

C 5 17%

A 0 0%

B 4 67%

C 2 33%

A 1 33%

B 2 67%

C 0 0%

42

目標達成率80%以上（Ａ＋Ｂ） 34
目標達成（Ａ） 13

評価項目 指標数
評　価

達成度

基本項目Ⅰ
消費者が求める安全・安心な

食料の安定供給
4

100%

31%

基本項目Ⅱ
マーケットインによる競争力と
個性のある農業の持続的な発展

29

基本項目Ⅲ
農業・農村の多面的な

機能の発揮
6

基本項目Ⅳ
農村の経済的な発展と

生活環境の整備
3

合　計
81%
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令和３年度の主な取組
（公財）みやぎ産業振興機構と連携し，地域農業を
支えるアグリビジネス経営体の確保・育成を支援す
るとともに，付加価値の創出や園芸産出額の増大を
図る法人等に対し施設整備等を支援する。
【アグリビジネス経営体確保育成事業】

アグリビジネスに取り組む経営体に対し，経営改善や経営の多角化等，経営を
発展させる取組や新型コロナウイルス感染症対策への支援を行った。[施策３]

新規就農者の確保・育成については，農業大学校における研修教育に加え，幅
広く優秀な人材を集めるため，就農相談会や，コロナ禍で需要が増加したオン
ラインによる対応等，各個人のニーズに適応した就農相談を実施し，１６０件
の相談に応じた。[施策４] 新規就農者の確保育成，農業大学校の運営を支援す

る。
【新たな農業担い手育成プロジェクト】

女性農業者が働きやすい就業環境整備を支援すると
ともに，セミナー開催等資質向上への支援を行う。
【みやぎのキラリ輝く女性応援事業】

園芸産出額増加に向け，農業法人に対する施設・機
械等の整備に要する経費を補助するとともに，農業
経営体等の早期の先進的技術習得を支援する。
【みやぎの園芸法人ステージアップ事業】

水田地帯において，園芸作物の導入を図るため，新
たにまとまった規模の園芸産地を育成する必要な取
組を一体的に支援する。
【水田農業高収益作物導入推進事業】

法人等が収穫・調整・出荷等の機械・施設を整備し
ながら，サプライチェーンを構築する取組への支援
を行う。
【園芸作物サプライチェーン推進事業】

農業経営の課題に対応するため，農業経営相談所の
活動を支援するとともに，相談所の支援を受けた集
落営農組織等の法人化への取組への支援を行う。
【農業経営者総合サポート事業】

集落営農組織からモデル経営体を選定し，農業改良
普及センター，革新支援専門員が専門家と連携し，
将来ビジョンの作成支援等を行う。
【地域を守る，集落営農モデル支援事業】

低コスト化に対応した農地の大区画化や麦・大豆・飼料作物の生産等のための
水田の汎用化を６９地区で実施した。また，計画的な農地・施設等の整備に向
けて，事業化のための調査及び事業計画の策定を２０地区で進めた。[施策５]

国が示した米政策改革の着実な推進に向け，令和２年産米の「生産の目安」を
達成するために，各地域農業再生協議会と連携し，需要に応じた生産に取り組
むとともに，令和３年産「生産の目安」を設定し,各地域へ提示した。[施策６]

大区画ほ場（50a以上）整備面積は， 順調に増加しており，計
画的な農地整備の推進に努めたことにより，目標を達成した。

年間の新規就農者数は，就農相談会の実施やイベントへの出
展，動画によるＰＲ等により，目標を達成した。

新型コロナウイルス感染症拡大によるイベントの縮小・廃止等の影響により需
要が減退した県産花きの生産支援のため，花き関連団体が実施した花き公共展
示や，次期作に向けた生産効率向上対策の取組を支援した。[施策７]

農地中間管理事業の重点実施地区において，担い手
への農地集積の推進や高収益作物への転換を図るた
めの計画策定，基盤整備等を実施する。
【農地耕作条件改善事業】

「みやぎ園芸特産振興戦略プラン」に掲げる園芸産
出額等の目標を達成するため，先進的大規模園芸の
推進等を図る。
【みやぎ大規模園芸総合推進事業】

担い手への農地集積・集約化を図りつつ，生産効率
を高め，高収益作物の導入・拡大等を図る農地の大
区画化・汎用化を推進する。
【農地整備事業】

需要に応じた主食用米の計画的な生産と，水田をフ
ルに活用した麦，大豆及び飼料用米等の作付転換を
推進する。
【経営所得安定対策等推進事業】

主な推進指標の達成状況等
アグリビジネス経営体販売金額は，新型コロナウイルス感染症
の影響により前年度よりは減少したものの，目標を達成した。

意欲ある女性農業者を対象として，農業経営に関する知識・技術の習得，家族
経営協定の締結推進，経営参画・社会参画のための学習会等を開催し，女性農
業者の経営者としての資質向上を支援した。[施策４]
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令和２年度の主な施策の実施状況

各種補助事業の効果的な活用による先進的な施設等の整備を進めるとともに，
次世代施設園芸拠点による技術成果の横展開，民間コンサルを活用した高度環
境制御技術の定着や人材育成等により，先進的な技術を導入した園芸経営に取
り組む農業法人が増加した。[施策７]

先進的園芸経営体数は，施設整備や人材育成に対する支援を
行った結果，増加傾向にはあったものの，令和２年度は前年度
と比べ微増となり，目標には至らなかった。

基本項目Ⅱ マーケットインによる競争力と個性のある農業の持続的な発展

大区画に基盤整備された

農地（涌谷町）

※R2の統計値はR３.９月頃確定

※R2の統計値は見込み

組織力向上オーダーメイド講座 就農相談会（仙台市）

加工・業務用ばれいしょの

機械収穫

全国トップレベルの収量性を

実現した大型園芸施設

（石巻市）
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大規模肉用牛農家戸数については，優良雌牛の導入や保留推
進，飼養管理施設整備などの取組によって増加傾向にあるが，
目標には至らなかった。

産地間競争の激化，担い手の高齢化及び後継者不足
による肉用牛農家の減少等に対応するため，「肉用
牛改良対策」と「経営安定対策」を連携した事業を
実施し肉用牛生産の活性化と増頭を図る。
【みやぎの優良肉用牛生産振興対策事業】

スマート農業技術等の普及拡大を図るとともに，ス
マート農業技術の支援体制を強化し，生産性向上，
経営改善支援を行う。
血統と遺伝子情報を活用したゲノミック評価の利用
により，仙台牛等のおいしさ成分を含めた評価を行
い，改良の加速化を進めると共に生産性の向上を図
る。
【アグリテック活用推進事業】

第11回全国和牛能力共進会で取り組んだ経験と成果
を次回大会へ余すことなく引き継ぐため，技術継承
と出品条件に合致した対策を中心に事業を推進す
る。
【第１２回鹿児島全共出品対策事業】

主な推進指標の達成状況等

製造品出荷額（食料品製造業）は，事業者の生産能力の回復と
積極的な販路開拓活動により，目標を達成した。
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地域イメージの確立に向け，知事等による県産食材のトップセールスや，民間
企業との連携による「食材王国みやぎ」のＰＲ，インターネット食関連情報サ
イト「食材王国みやぎ」などを通じた情報発信などを行った。[施策９]

新型コロナウイルス感染症によって，業務用の需要が大幅に減少した県産牛肉
の消費拡大のため，県内の小中学校等へ学校給食の食材として無償提供した。
また，肥育農家及び繁殖農家の経営安定を図るため，県内肥育農家における県
内産素牛の導入を支援した。[施策８]

新型コロナウイルス感染症の影響で「宮城ふるさとプラザ」が一時休業や営業
時間短縮となったほか，百貨店や企業などでの物産展・販売イベントの多くが
中止になるなど県産品販売に大きな影響が生じたことから，大手インターネッ
トモールを活用したウェブ物産展を開催するなどして，販路の回復・拡大に努
めた。[施策９]

スマート農業の推進に向けて設立した「みやぎスマート農業推進ネットワー
ク」の会員に対してセミナーや展示会等の案内やスマート農業通信等の情報提
供を行った。[施策１０]

令和２年度の主な施策の実施状況

大豆品種「ミヤギシロメ」の摘芯処理による生育制御法の開発や「水田を活用
した露地園芸栽培の手引き」の作成，新しい基幹種雄牛「好久勝（よしひさか
つ）」の育成などに取り組み，水田農業，園芸，畜産分野において１２の普及
技術を開発した。[施策１０]

令和３年度の主な取組

普及に移す技術開発件数は，震災からの復旧・復興に向けて，
産学官が連携して取り組んできた結果，目標を達成した。

肉用牛の生産基盤強化対策として，優良雌子牛の導入・保留の推進や受精卵移
植技術を活用した牛群整備をはじめ，県有基幹種雄牛「茂福久（しげふくひ
さ）」号等を活用した質・量ともに優れた生産性の高い肉用牛づくりを推進
し，「仙台牛」のブランド力向上に努めた。[施策８]

急速に進んでいる消費のデジタルシフトに対応する
ため，デジタルデータの収集・分析を通じて，県産
品へ関心を持つ顧客層の把握と効果的な誘客を図る
新たな販売支援の仕組み「県産品販売促進モデル」
を構築する。
【デジタルマーケティングを核とした県産品販売促
進モデル構築事業】

県産農林水産物等の広報ＰＲを行い，信頼回復と消
費拡大を図る。
【「食材王国みやぎ」魅力発信プロジェクト事業】

地域食材を活用した商品開発経費の補助や商談会の
開催等により，仕入・流通・販売の各段階における
付加価値を高め，食のバリューチェーンを構築す
る。
【みやぎの食材バリューチェーン構築プロジェク
ト】
県産食材の実需者とのマッチングや食材王国みやぎ
フェアの開催などの支援により，県産食材の付加価
値と認知度の向上を図る。
【食材王国みやぎの「食」ブランド化推進プログラ
ム事業】

本県の農産物の生産における大きなリスク要因と
なっている地球温暖化及び気候変動について，作物
ごとに気候変動に適応した栽培技術を開発するとと
もに，実用化及び普及を推進する。
【気候変動に適応した持続可能な農業技術の確立と
社会実装事業】

※R2の統計値はR４.3月頃発表

WEB物産展

大豆の摘芯作業 ドローンの２台協調作業

検定成績で肉量を示す値が県歴代１位と

なった「好久勝（よしひさかつ）」号
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令和２年度の主な施策の実施状況
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令和２年度の主な施策の実施状況 主な推進指標の達成状況等

主な推進指標の達成状況等

農山漁村交流拡大プラットフォームを活用した事業
者マッチングにより関係人口の拡大を図るととも
に，地域活動の企画・運営支援や人材育成研修等に
より集落の体制整備やリーダーの育成を図る。
【令和のむらづくり推進事業】

災害の発生を未然に防止するために必要な観測機器
の設置等の整備を行う。
【防災重点農業用ため池緊急整備事業】

　
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
の
推
進

　
農
業
・
農
村
が
有
す
る
地
域
資
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保
全
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理
と
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用
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業
・
農
村
の
多
面
的
機
能
の
維
持
・
発
揮
と
県
民
理
解
の
向
上

農村の地域資源の保全活動を行った面積は，地域内の農業者等
が共同で取り組む地域活動を支援した結果，前年度と同水準の
面積を維持した。

環境保全型農業取組面積は，大規模化に伴う省力化や業務用
米，飼料用米の増加など，米づくりの多様化等の影響により，
減少傾向にあり，目標に至らなかった。

老朽化した農業水利施設の長寿命化を図り，施設機
能を維持するために必要な改修等を実施する。
【水利施設整備事業】

環境保全型農業に取り組む生産者や消費者との交流
を行い，環境保全型農業に対する理解促進と定着促
進を図る。
【環境にやさしい農業定着促進事業】

令和３年度の主な取組
農業・農村の有する多面的機能の維持・発揮を図る
地域内の農業者等が共同で取り組む地域活動を支援
する。
【多面的機能支払事業】

農地・農業用施設などの生産資源及び農村が有する自然環境・景観などの環境
資源を良好に維持・保全していくため，農業者や地域住民が一体となった地域
資源保全活動を支援した。[施策１１]

みやぎの環境にやさしい農産物認証・表示制度を活用し，環境保全型農業の取
組を支援するとともに，国，市町村との連携により環境保全型農業直接支払を
活用して，堆肥の施用など，地球温暖化防止や生物多様性の保全に効果の高い
営農活動を支援した。[施策１３]

中山間地域等における農業生産条件が不利な地域に
対し，農業生産活動の継続を支援する。
【中山間地域等直接支払交付金事業】

農業用施設の老朽化による災害被害を防止するため，ため池の整備や用排水施
設等（隈東地区ほか７地区）の整備を行った。[施策１５]

農山漁村地域への関わりを希望する都市部の企業人材に対し，オンラインイベ
ントを開催してマッチングを行い，登米地域等でのフィールドワークを通じて
関係人口の拡大を図った。また，農山漁村交流拡大プラットフォーム会員同士
の交流会を開催し，会員間連携を促進した。さらには，地域食材等のペアリン
グによる商品開発の支援等を行い，農山漁村地域の経済的自立に向けた取組を
推進した。[施策１４]

国の鳥獣害防止総合対策交付金等を活用し，市町村等が実施する侵入防止柵の
設置や有害鳥獣捕獲活動等の取組のほか，広域的な連携を強化するため，広域
連携会議を県内５箇所にて開催し，市町村間の情報共有を図った。[施策１４]

都市と農山漁村の交流促進を図り，新しい人の流れをつくるため，農林漁業体
験受入に取り組んでいる団体等を対象に，宿泊施設や情報発信ＰＲ活動等に係
る経費を支援した。[施策１１]

野生鳥獣による農作物被害を低減させるため，市町
村や協議会等が実施する侵入防止柵の設置や捕獲活
動等の取組を支援する。
【鳥獣害防止対策事業】

農業水利施設のストックマネジメントの推進として，機能保全計画については
４施設で策定し，対策工事については１６施設で実施した。また，施設管理者
への研修会を３回開催した。[施策１２]

田んぼダムの普及に向けて，モデル地区を設定し，
効用等について検証する。
【田んぼダム導入促進・効果検証モデル事業】

農山漁村におけるＩｏＴ等ネットワーク等を活用し
て「誰でもできる農業」，「住みたくなる(住みやす
い)農山漁村」を実現するため，地域の実情にあった
デジタル技術を活用した取組を支援する。
【みやぎ農山漁村デジタルトランスフォーメーショ
ン推進事業】

令和元年東日本台風からの復旧・復興については，
着手率が令和２年度末で約７割となっており，令和
３年春に８６．７haの農地で営農を再開した。
[施策15]

農産物直売所推定売上額は既に目標達成していたが，令和２年
度は更に増加し，過去最高額となるなど，順調に推移してい
る。

地球温暖化防止や生物多様性保全に効果の高い営農
活動に取り組む農業者に対し，取組面積に応じて国
等と共同して交付金を交付し，環境に配慮した農業
を推進する。
【環境保全型農業直接支援対策事業】

令和３年度の主な取組

基本項目Ⅲ 農業・農村の多面的な機能の発揮

基本項目Ⅳ 農村の活性化に向けた総合的な振興

農地維持活動の様子（色麻町）

フィールドワーク

（登米市）
集落ぐるみによる

鳥獣被害対策

堤体，洪水吐等を

改修したため池（角田市）

地球温暖化防止に寄与する

堆肥の施用
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